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浜中 2 遺跡出土須恵器の産地問題
三辻利一
1. はじめに
北海道各地の遺跡からは須恵器が出土している。北海道内には須恵器窯跡は発見されていないの
で、これらの須恵器はすべて、本州の須恵器生産地から供給されたものである。これまでの蛍光 X
線分析によるデ－タでは、最も頻度が高く出土しているのは青森県五所川原市の通称、五所川原窯
跡群の製品である。五所川原窯跡群は 30 基程度の窯跡が集まる、本邦最北限の須恵器窯跡群であり、
その製品は青森県内でも日本海側の遺跡から多く出土しているが、太平洋側の遺跡からも出土する。
南下して、秋田県や岩手県の遺跡から出土することが少ない。このような背景を考慮に入れれば、
五所川原製品が北海道各地の遺跡から出土することは理解できる。問題は五所川原製品の胎土とは
異なる胎土をもつ須恵器がしばしば、北海道の遺跡から出土することである。しかも、まとまって
出土するというよりも、散発的に出土している場合が多い。これらの須恵器の産地問題はまだ、解
決されていない。礼文島の浜中 2 遺跡から出土した須恵器の産地を蛍光 X 線分析で探ってみた結果
を報告する。
2. 胎土分析からみた地域差
須恵器の素材は粘土である。粘土は粘土鉱物（結晶）の集合体である。粘土鉱物の理論化学式は
（ｎ SiO2・Al2O3・ｍ H2O）で与えられている。しかし、自然界に分布する粘土には火成岩同様、種々
の元素が含まれていることは粘土や土器の蛍光 X 線スペクトルやガンマ線スペクトルから示されて
いる。このことは母岩を構成した鉱物は粘土中に残っていることを示している。土器胎土に含まれ
ている長石類、黒雲母、角閃石の顕微鏡観察や X 線回折による産地問題の研究はこのことを活用し
ている訳である。母岩に含まれている石英、長石類、黒雲母、角閃石などはマグマの冷却過程で析
出した 1 次鉱物の結晶である。これに対して、粘土鉱物は母岩が地上での風化を受けて溶解した溶
液中から析出した 2 次鉱物の結晶である点で、1 次鉱物の結晶とは全く異なる。したがって、もし、
土器胎土に地域差があるとすれば、素材粘土中に含まれていた、母岩の残存鉱物が原因であること
になる。
他方、母岩となる火成岩には玄武岩（塩基性岩）から花崗岩類（酸性岩）にいたるまで、種々の
岩石があり、その構成鉱物種の組成も異なる。元素分析からも岩石には地域差があることは、これ
までの地球化学的研究で示されている。したがって、母岩の残差鉱物による粘土の地域差があるこ
とは期待される訳である。ただ、どの元素がどのような地域差を示すのかについての研究は行われ
ていなかった。この点に着目した筆者は全国各地にある須恵器窯跡群から出土する須恵器片を大量
に分析することを計画した。まず、窯跡群出土須恵器の蛍光 X 線スペクトルの比較から、K、Ca、
Rb、Sr の 4 元素が地域差を示すことを見つけた。さらに、主成分元素同志を組み合わせた K-Ca 分
布図と微量元素同志を組み合わせた Rb-Sr の両分布図上に、各地の窯跡群出土須恵器の分析デ－タ
をプロットした結果、全国各地の窯跡群出土須恵器には地域差があることが実証された。この作業
には 30 年間の年月を要した。
ついで、この地域差の原因を探るため、日本列島の地質の基盤を構成する花崗岩類の岩片試料を
大量に分析した。その結果、花崗岩類も両分布図上で地域差を示すことが示された。しかも、K-Ca
分布図上では K と Ca は逆相関の関係をもって分布し、「花崗岩類のベルト帯」を形成することも示
された。岩石学者久野久によると、マグマから長石類生成の過程で、カリ長石中に含まれる K と斜
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長石中に含まれる Ca は逆相関の関係をもつことが理論で示されている。カリ長石と斜長石は花崗岩
類を構成する、最も重要な主成分鉱物である。久野理論が全国各地の花崗岩類の岩片試料の分析化
学的研究によって実証された訳である。さらに、主成分元素 K、Ca は微量元素 Rb、Sr とそれぞれ、
正の相関性をもつことも実験デ－タで示された。その結果、Rb-Sr 分布図上でも、「花崗岩類のベル
ト帯」が形成されることも実証された。この結果、花崗岩類にみられる地域差の原因は花崗岩類中
に含まれる長石類にあることがわかった。
須恵器窯跡群の後背地を構成する地質は花崗岩類である場合が多い。花崗岩類に由来する粘土が
須恵器のような固い「やきもの」を焼成する上に適しているからである。窯跡群出土須恵器の化学
特性が窯跡群の後背地の地質を構成する花崗岩類の化学特性によく対応することは窯跡群出土須恵
器の地域差の原因も粘土中の残差鉱物である長石類にあることは容易に理解できる。かくして、窯
跡群出土須恵器の地域差の原因は地質であることがわかり、改めて、土器の産地問題の研究には元
素分析による胎土研究が不可欠であることがわかった。
3. 地域差の整理
各地の窯跡群出土須恵器には地域差があることがわかったが、この地域差を活用して、須恵器の
産地問題を研究するためには、全国各地の窯跡群出土須恵器を分析して、その結果を整理しておか
ないと産地問題の研究を進めることは出来ない。当然、大量の須恵器片の分析作業が必要である。
この作業には、完全自動式の蛍光 X 線分析装置は不可欠であり、また、分析値を求めるには検量線
法よりも、適当な標準試料による標準化法のほうが有効である。筆者は日本の地質調査所が調整し
た岩石標準試料、JG-1（群馬県産の花崗閃緑岩）を採用した。したがって、筆者が論文や報告書な
どで発表している分析値は JG-1 による標準化値である。標準化値に地質調査所が公表している JG-1
の分析値を乗ずれば、％や ppm 表示による分析値が得られる。しかし、デ－タ解析には、JG-1 によ
る標準化法のほうがはるかに便利であるので、筆者は分析値の表示に JG-1 による標準化値を公表し
ている。この値を使って両分布図も作成される。筆者の手元には、全国各地の窯跡群出土須恵器の
両分布図は大量にある。その中から、今回の浜中 2 遺跡出土須恵器の産地問題に関係すると思われ
るデ－タを紹介する。
図 1 には、北海道に最も近い須恵器窯跡群である五所川原窯跡群の両分布図を示す。試料集団は
両分布図でよくまとまって分布していることがわかる。試料集団がよくまとまって分布するという
ことは窯跡群出土須恵器の特徴であり、例外なく、全国どこの窯跡群でも共通にみられる。このこ
とは窯跡群が分布する地域内で素材粘土を採取したことを物語る。現代窯業のように、素材粘土を
外部地域から持ち込むと、分析値は大きくばらつき、窯跡群としてはまとまらないはずである。そ
のようなデ－タは全国各地の須恵器窯跡群では観測されてはいない。古代、中世窯業は素材粘土を
求めて窯を設定したのである。
両分布図は通常四つの象限に区切られる。右端上部の両軸の座標が（1,1）に JG-1 が位置する。須
恵器試料の殆どは両軸の座標が 1 以下のところに分布する。素材粘土は岩石が風化して生成したも
のであるからである。1000℃以上の高温で焼成しても、粘土の化学特性には変動がないことは実験
デ－タで確かめられている。したがって、須恵器胎土の化学特性は素材粘土の化学特性と同じである。
試料集団の殆どの試料を包含するようにして、五所川原領域を描いてある。この領域は定性的な領
域であるが、他の窯跡群の領域と比較する上には有効である。
図 2 には、岩手県胆沢城周辺に在る瀬谷子窯跡群の須恵器の両分布図を示す。図 1 と比較すると、
両者とも、K-Ca 分布図では第 3 象限に分布し、Rb-Sr 分布図でもよく似た領域に分布しており、両
者の化学特性は類似していることがわかる。ただ、Rb-Sr 分布図での分布位置が少しずれており、両
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第 1図　五所川原窯跡群出土須恵器の両分布図 第 2図　瀬谷子窯跡群（岩手県奥州市）
出土須恵器の両分布図
第 3図　海老沢窯跡群（秋田県男鹿市）
出土須恵器の両分布図
第 4図　一本杉窯跡群（宮城県白石市）
出土須恵器の両分布図
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者の相互識別の可能性があることがわか
る。二つの窯跡群間の相互識別には 2 群
間判別図が活用される。
図 3 には、秋田県男鹿市の海老沢窯跡
群の須恵器の両分布図を示してある。五
所川原窯跡群の須恵器に比べて、海老沢
窯跡群の須恵器には K と Rb が比較的多
いことが図 1、2 と比較するとわかる。
この他、古代秋田城周辺にも窯跡群があ
る。さらに、山形県酒田市には山海窯跡
群、鶴岡市には荒沢窯跡群、寒河江市に
は平野山窯跡群、新潟県五頭山周辺にも
須恵器窯跡群がある。さらに、富山県に
入ると、多数の須恵器窯跡群があるが、
日本海側に分布する須恵器窯跡群の須恵
器胎土は太平洋側の窯跡群の須恵器胎土
に比べて、K、Rb が比較的多く、逆に、
Ca、Sr は少ない傾向がある。
図 4 には、太平洋側の窯跡群の代表と
して、宮城県白石市の一本杉窯跡群の須
恵器の両分布図を示してある。日本海側
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第 5図　佐渡・小泊窯跡群出土須恵器の両分布図 第 6図　浜中 2遺跡出土須恵器の両分布図
第 7図　浜中 2遺跡と香深井Ⅰ遺跡出土須恵器の分布の比較
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の須恵器胎土に比較して、K、Rb が比較的少なく、Ca、Sr が比較的多いことがわかる。この図には
宮城県内の他の窯跡出土須恵器の試料集団を包含するようにして宮城領域も描いてある。
このように、窯跡群出土須恵器の大量の分析デ－タから、日本海側に分布する窯跡群と太平洋側
に分布する窯跡群の須恵器胎土とは異なることがわかっている。この違いは出羽丘陵を構成する岩
石と北上・阿武隈山系の山々を構成する岩石の違いに起因する。
図 5 には、佐渡の小泊窯跡群出土須恵器の両分布図を示す。本州日本海側の窯跡群出土須恵器の
胎土に比べて、比較的 K、Rb が少なく、逆に、Ca、Sr が多い傾向があることがわかる。日本海側
の須恵器窯跡群の須恵器としては、胎土の化学特性が少し異なる。
ここで、浜中2遺跡出土須恵器の分析値を表1に示す。この結果から作成した両分布図を図6に示す。
両分布図で小泊領域に対応することがわかる。このようにして、両分布図で生産地である窯跡群出
土須恵器の両分布図における分布領域に対応させて、まず、定性的に生産地を探る作業を行う。両
分布図における分布位置からみて、浜中 2 遺跡出土須恵器は小泊窯跡群産の可能性があることを示
している。
4. 考察
浜中 2 遺跡と同様、礼文島の遺跡である香深井Ⅰ遺跡からも須恵器が出土している。北海道大学
総合博物館に保管されている。北海道大学総合博物からからの依頼でこの須恵器試料を分析したこ
とがある。香深井Ⅰ遺跡出土須恵器の分析デ－タと今回分析した浜中 2 遺跡出土須恵器の分析デ－
タを両分布図上で比較してみた。その結果を図 7 に示してある。この図には、富山県滑川市に所在
する、9 世紀代の須恵器窯跡である万年谷池窯跡出土須恵器の分析デ－タも示してある。小泊窯群の
須恵器と万年谷池窯跡の須恵器の胎土には、日本海側の窯跡出土須恵器には珍しく、Sr が多い。こ
れほど Sr 量の多い胎土を持つ須恵器を生産した窯跡は日本海側にはない。Sr が多いのは素材粘土の
堆積環境の問題である。この点に関してはまだ、十分に研究されていない。ただ、万年谷池窯の須
恵器胎土には小泊窯跡群の須恵器胎土に比べて、K、Rb が多く、K-Ca 分布図では香深井Ⅰ遺跡の須
恵器も、浜中 2 遺跡の須恵器も万年谷池領域には対応しない。むしろ、小泊領域に対応する。ただ、
香深井Ⅰ遺跡の須恵器には Sr が多く、Rb-Sr 分布図では香深井Ⅰ遺跡の須恵器は小泊領域には対応
せず、万年谷池領域に対応する。したがって、両分布図での分布位置を見る限り、浜中 2 遺跡出土
須恵器は小泊窯跡群の製品であり、香深井Ⅰ遺跡の須恵器は万年谷池窯の製品である可能性が高い。
ここで問題は小泊窯跡群の試料は 20 年も前に窯跡群で表面採取された試料である。当時はまだ、
小泊窯跡群は発掘調査されていなかった。その後、もし、小泊窯跡群が発掘調査されておれば、窯
跡群出土試料を多数分析することが必要である。
もう一つの問題は浜中 2 遺跡出土須恵器と香深井Ⅰ遺跡出土須恵器の両分布図での分布位置が類
似していることである。両者は同じ生産地の製品である可能性も捨てきれない。この点を補うため、
両者の土器型式の比較からも再検討することが必要である。胎土分析からは両者とも、K、Rb が比
較的多い点からみて、東北地方太平洋側の生産地の製品ではなく、日本海側の生産地の製品である
ことは間違いない。
北海道の遺跡から出土する須恵器の産地問題での問題点はまだ、デ－タ不足であることと、もう
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一つは出土須恵器の年代観が得られていないことである。この点を考慮に入れれば、産地問題でも
結論を急がないほうがよい。まだ、産地推定のための 2 群間判別分析法を適用できる段階にはない。
これまでの胎土分析のデータからは青森県五所川原窯群産と推定される須恵器が多く出土している
が、この他にも秋田県男鹿市の海老沢窯群産と推定される須恵器も検出されている。しかし、秋田
城周辺の窯跡群や酒田市の山海窯跡群、寒河江市の平野山窯跡群の製品、それに、新潟県の本土側
の窯跡から出土した須恵器は検出されていない。窯跡群の操業年代の違いであろうか？中世陶器で
ある珠洲陶器も検出されているが、秋田県や富山県の珠洲系陶器は検出されていない。また、太平
洋側の瀬谷子窯跡群産と推定される須恵器も検出されている。このような状況で、北海道の遺跡か
ら出土する須恵器の産地問題には不確定な点が多く、これから考古学と自然科学が共同して、考古
科学的に検討しなければならない問題である。データが集積された段階で、2 群間判別分析法を適用
することになるであろう。5％危険率をかけた検定作業ではじめて、産地が推定される。今後の研究
の発展が期待される。
